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【短報】キバネアラゲカミキリの成虫を晩秋の野外
で採集

キバネアラゲカミキリ Anaesthetobrium luteipenne 
Pic, 1923 は，本州 ( 西部 )，九州，対馬，朝鮮半島
および中国東部に分布するアラゲカミキリ族のフ
トカミキリ類で，クワとヤマグワ（クワ科クワ属）
を寄主植物としている．成虫は 6–7 月に出現し，
飼育下でも新成虫は 6 月下旬に羽化脱出する（長
谷川 , 2007）．筆者のうち伊藤は，以下に示すように，
晩秋に野外で複数の成虫を採集しているので報告
する．採集個体は，河川敷に生えているヤマグワ
の根際に積んであった，枯葉のついた枯枝を叩い
て得られたものである．11 月中旬という本種にし
ては異例に遅い記録であるにもかかわらず，体表
の被毛が完全にそろう新鮮な個体であった．また，
採集状況からみて，後食などの活動を行っていた

可能性も高い．
2exs.，京都府八幡市河北公園 , 16. XI. 2015, 伊藤

建夫採集（伊藤・新里標本保管）．
カミキリムシのなかにはきわめて少数派ながら，

秋に野外に新成虫が現れ，そのまま越冬して翌春
以降に繁殖活動を行うものが知られている．そう
した生活環は，フトカミキリ亜科のアカガネカミ
キリ族とコブヤハズカミキリ族の構成種，タテ
ジ マ カ ミ キ リ Aulaconotus pachypezoides Thomson, 
1864（ドウボソカミキリ族）とマルクビカミキリ
亜科のケブカマルクビカミキリ Atimia okayamensis 
Hayashi, 1972 で観察されていて，サビカミキリ族
とアラゲカミキリ族（ともにフトカミキリ亜科）
の一部でも，野外で越冬中の成虫が確認されてい
ることから，同様の生態をもつ可能性が示唆され
ている（新里 , 1979; 高桑 , 2013）．

カミキリムシの越冬は幼虫か成虫のいずれかの
ステージであるが，後者の場合でも通常は植物体
内の蛹室で行われる ( 新谷 , 2015)．長い冬を蛹室
に留まらず野外で凌ぐのは死亡リスクが高いよう
に思われるが，あえてそうしなければならない理
由として，コブヤハズカミキリ類では晩夏から秋
に豊富な枯葉を後食して，越冬明けまでに生殖器
官を成熟させるためではないかという仮説も提唱
されている（高桑 , 2013）．

今回報告したキバネアラゲカミキリの採集個体
は，秋になって野外に羽化脱出したものか，初夏
に発生した個体がいったん休眠した後に再び野外
で活動をしているのか推測の域を出ない．しかし
いずれにしても，本種の成虫が秋季に野外で活動
する生態を裏付ける観察例として，たいへん興味
深いものといえる．
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図1–2. 晩秋に野外で採集されたキバネアラゲカミキリ成虫
（1）と採集場所（2）．


